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フランス語の前置詞enの周辺的用法について

武本　雅嗣

1．はじめに

　フランス語には、英語の前置詞inおよびintoに相当する前置詞が2種類ある。すなわち、

俗ラテン語のdeintus（＜de　intus“from　within”）に由来するdansと、英語のinと同根で印

欧祖語の★enにまで遡れるenである。これらは、英語の前置詞inが区別しない異なる概念

を明示的に区別している。

（1）a．

　　b．

（2）a．

　　b．

（3）a．

　　b．

She　is｛in　the　living　room／in　good　health｝．

Elle　est｛dans　le　salon／en　bonne　sant6｝．

He　lives｛in　this　town／in　town｝．

Il　habite｛dans　cette　ville／en　ville｝．

She　spoke｛in　French／in　perfect　French｝．

Elle　a　parl6｛en　frangais／dans　un　frangais　imp6ccable｝．

統語的には、dansには規則的に限定詞付きの名詞が結合し、　enには多くの場合限定詞なしの名

詞が結合する。意味的には、ごく大まかに言えば、dansは輪郭の明瞭な具体的有界内・個別的

有界内を、enは輪郭の不明瞭な抽象的有界内・非個別的有界内を表す。

　フランス語のこのような2種類の前置詞の使い分けはロマンス語の中でも特殊である。スペイ

ン語・ポルトガル語・イタリア語においては、同様の文法化によって生じたdentro“within，

inside”（＜de　intro“from　within”）はもっと限定的な意味を表しており、フランス語のdansほ

ど多用されない。具体的な場所を表す名詞の場合、（4a）の英語に対応する文としては、フランス

語では（4b）のようにenの使用は不可能だが、スペイン語、ポルトガル語、イタリア語では

（4c－d）のようにそれぞれen、　em、　inが用いられる1）。

（4）a．

　　b．

C．

d．

e．

There　is　a　cat　in　the　garden．

Il　y　a　un　chat｛士en　le　jardin／dans　le　jardin｝．

Hay　un　gato　en　el　jardin．

Ha　um　gato　no　jardim．

C’さun　gatto　nel　giardino．

かつてはもっと幅広く使用されていたフランス語のenは、本来の主要な用法を台頭してきた前

1）ロマンス諸語のこの種の前置詞の使い分けについては、時間用法も含めて別稿で論じる。
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置詞dansに譲り、国名などは除いて、具体的な空間内をほとんど表さなくなっている2）。要す

るに、フランス語では、新旧の前置詞の間でいわば「政権交代」が起こったのである。

　このように、フランス語のenは本来の基本的用法が制限されてしまっているのだが、それで

もその用法は多様で、次のような英語や他のロマンス諸語の同根前置詞にはあまりみられない周

辺的な用法を持っている3）。

（5）

（6）

Je　lui　ai　donn6　un　livre　en　cadeau．

‘Igavehim　abookas　agift．’

Il　a　travaill6　en　professionnel．

‘He　worked｛1ike　a　professional／as　a　professional｝．’

　前置詞enに関する先行研究は多く、最近では五8118肥意a11ρaf舶の178号がPr6position　EN

と題する特集を組んでいる。しかしながら、本稿で取り上げる類の用法については、言及は散見

されるものの、本格的に論じたものはあまりない。管見では、この用法のみに焦点を当てた論考

はVigier（2013a）だけである。彼は（6）のような事例を取り上げて、　en　NPが参与者（主語名

詞句）の変化の結果の一時的状態を表すということを指摘している。彼の意味論的分析は詳細で、

その見解は納得できるものである。ただ、考察対象はen　NPのNPが人間の場合に限定されて

おり、また、問題の用法と他の用法との関連性については関心事ではないようである。そこで、

本稿では、（6）だけでなく（5）のような事例も含めて、enのこのような周辺的用法について認

知意味論的観点から分析し考察することにする。

2．en　NPとco㎜e　NPの相違
　ここで取り上げるenの用法はcommeの用法に近いように思われるが、もちろんまったく同

じ意味を表しているわけではない。まず、両者の間の用法・意味の違いを明らかにしておく。

2．1　comme　NPの冠詞の有無

　フランス語のcommeはスペイン語・ポルトガル語のcomoやイタリア語のcomeと同根で、

ラテン語のquomodo“how”（＜quo　modo“in　what　way”）に由来するが、疑問詞としての用法

はcommentに任せ、主に感嘆詞や接続詞の機能および前置詞的な機能を担っている。commeの

2）古フランス語ではenも限定詞と結合する傾向があり、定冠詞との結びつきとしては、‘en　l”（en

　l’air等）や‘en　la’（en　la　matiさre等）は少し残っているが、‘en　le’と‘en　les’については、それらの

　かつての縮約形（el＞eu＞ou，　auとels＞さs）も含めほとんどみられない。なお、次のような一見非論理
　的な前置詞の使い分けは、‘en　le’と‘en　les’の縮約形と‘ale’と‘ales’の縮約形au，　auxが混交した

　ことに起因している。
　（i）　　Elle　habite｛en　France／au　Japon／aux　Etats　Unis｝．

　　　　‘She　lives｛in　France／in　Japan／in　the　United　States｝．’

3）この周辺的用法はフランス語に固有のものではない。（5）のようなenの用法はイタリア語のin“in”にもみ

　られる。
　（i）　　Ho　ricevuto　un　orologio　in　regalo．

　　　　‘Ireceived　a　watch　as　a　gift．’

　ただし、（6）のように続く名詞が人間の場合は、イタリア語ではinではなくda“from，　by”やcome“like，

　as”が用いられる。
　（ii）　Te　to　dico　da　amico．

　　　　‘rm　telling　you　as　a　friend．’
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前置詞的用法は、次のように英語のlikeやasに大体相当する。

（7）a．　Il　parle　comme　un　professeur．

　　　　‘He　speaks　like　a　teacheL’

　b．　Il　parle　comme　professeuL

　　　　‘He　speaks　as　a　teacheL’

ここで注目すべきは、（7a）の「～のように」という意味の場合はcommeに続く名詞は不定冠詞

を伴っているのに対し、（7b）の「～として」という意味の場合は無冠詞になっている点である。

冠詞の有無については統語的・意味的に説明がつく。Fuchs（1999）の議論を踏まえて解説する。

　まず、「～のように」という意味の場合に限定詞を伴うのは、統語的に当然のことである。comme

の前置詞的用法はその接続詞用法に由来しており、（8a）のように述語が明示されなくても、背後

に（8b）のような叙述関係があるからである。

（8）a．　Jean　se　comporte　comme　les　autres．　　（Fuchs　1999）

　　　　‘Jean　behaves　like　the　otheL’

　　b。　Jean　se　comporte　comme　le　font　les　autres．

　　　　‘Jean　behaves　as　the　others　do．’

要するに、「～のように」という意味の場合のcomme　NPのNPは物理的存在を指示し、本来

は接続詞commeの節中の主語なので、成句的表現を除いて、限定詞を伴うのである。

　一方、「～として」という意味では冠詞を伴わないことが多いのは、commeに続く名詞が存在

としての人や物を指示せず、属性を表すことが多いからである。（9a）を例にとると、secr6taireは

主語Marieの属性であり、存在を指示してはいない。この裸名詞の機能は、（9b）の記述文の無

冠詞の属詞（補語）と同等である。

（9）a．　Marie　travaille　comme　secr6taire．

　　　　‘Marie　works　as（a）secretaryl’

　　b．　Marie　travaille．　Elle　est　secr6taire．

　　　　‘Marie　works．　She　is　a　secretary2

もちろんこの意味でも、その名詞が一個体を表す場合には限定詞を伴う。人間名詞であっても、

それが職業や資格ではなく部類や種を表す場合には、その一メンバーとして同定することになる

ので不定冠詞を伴うわけである。

（10） Tout　le　monde　le　considさre　comme　un　g6nie．

‘Everyone　considers　him　as　a　genius．’

このことは、部類・種を表す名詞が記述文ではなく同定文で用いられて不定冠詞を伴うのとパラ

レルである。
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（11）a．　Messi，　c’est　un　g6nie．

　　　　‘Messi，　he　is　a　genius．’

　　b．歯Messi，　il　est　g6nie．

2．2　comme　NPとen　NPの意味的相違

　では、commeが用いられた場合とenが用いられた場合ではどのような意味の違いがあるの

だろうか。Fuchs（1999）を参考にして、以下の3つの用法の間のニュアンスを明らかにする。

（12）a．　Jean　travaille　comme　magon．

　　　　‘Jean　works　as　a　bricklayeL’

　　b．　Jean　travaille　comme　un　magon．

　　　　‘Jean　works　like　a　bricklayeL’

　　c．　Jean　travaille　en　magon．

（Fuchs　1999）

　　　　　　　　　　　　　　（乃ゴの

‘Jean　works｛as　a　bricklayer／like　a　bricklayer｝．’

（12c）は（12a）にも（12b）にも解釈可能なので、一見この種のenはcommeの限定詞の有無が

関与する多義性を担っているように思われるが、commeのどちらの用法とも微妙に異なる意味

を表している。‘comme＋oN’は主語がNの属性を持っている場合に用いられ、‘comme＋Det　N’

は、主語の行為の仕方・動作の様態がNの指示対象と同様の場合に使われる。そして、‘en＋oN’

は、主語がその姿かたち・振る舞い・役割をしている場合に使用される。したがって、事実の前

提が三者三様である。（12a）の場合はジャンが煉瓦職人であることは事実であり、「ジャンは煉瓦

職人として働いている」という意味になるのに対して、（12b）の場合はジャンが煉瓦職人でない

ことが事実であり、「ジャンは煉瓦職人のように働いている」という意味になる。それに対して、

（12c）の解釈は二通り可能である。実際に煉瓦職人なら、「ジャンはいかにも煉瓦職人らしく働い

ている」という意味になり、実際はレンガ職人でないなら、「ジャンは煉瓦職人（になっているか）

のように働いている」という意味になる。このように、comme　NPとen　NPでは、発話者（認

知主体＝概念化者）の事態の捉え方が違っているのである。‘en＋oN’については次章で詳しく

検討するが、示唆的な例を引用しておく。（13a）は（13b）のようにパラフレイズできる。

（13）a．　En　1991，　lors　de　cette　d61icate　affaire，　Mitterrand　a　agi　en　pr6sident．（Vigier　2008）

　　　　‘In　1991，　facing　that　thorny　issue，　Mitterand　acted　like　a　true　President．’

　　b．　En　1991，　lors　de　cette　d61icate　affaire，　Mitterrand　a　6t6《《pr6sident》》dans　son

　　　　action．　　　（1δf6乙）

　　　　‘In　1991，　facing　that　thorny　issue，　Mitterand　was　the“President”in　his　action．’

（13a）の‘en　pr6sident’は「大統領のように」という意味でも「大統領として」という意味でも

ない。当時大統領職にあったミッテランが、難しい問題への対応の際、「大統領然として」行動し

たということを表しているのである。
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3．en　NPの認知意味論的分析

　Vigier（2013a）は（6）のような事例を取り上げて、主語名詞句と‘en＋②N’の間に二次叙述

があるとみて、‘en＋oN’が変化の結果状態にあることを表すと指摘している。そしてその一時

的状態の意味は前置詞enの意味に起因していると結論づけている。しかしながら、　enの意味

とは何なのかは明確にされていない。そこで、ここからは視点を変えて、認知言語学の立場から

分析し、とくに‘en＋oN’の多義性が何に起因し、変化の結果の一時性がなぜ保証されるのかを

考察することにする。

3．l　dans　NPとen　NPのスキーマ

　Lakoff＆Johnson（1980：30－32）が「状態」「時間」「視界」「活動」などの表現に反映された

概念メタファーの存在を指摘して以来、英語の前置詞inは、　CONTAINER　schema（容器のス

キーマ）を具現化する前置詞として取り上げられることが多い。ここでは、次のような例に認め

られる「状態は場所である」や「状態は容器である」というメタファーに着目し、フランス語のen

の周辺的用法の動機づけを探ることにする。

（14）a．　He’s　in　love．

　　b．　　He　fell　into　a　depression． （以上Lakoff＆Johnson　1980）

　冒頭でも示したが、フランス語では、（15a）のように対象が空間内部に存在する場合や（15b）

のように対象が移動して空間内部に存在する場合にはdansで表示され4）、そして（16a）のよう

に対象が状態内にある場合や（16b）のように対象が変化して状態内にある場合にはenで表示

される。

（15）a．　　Paul　est　dans　la　cuisine．

　　　　‘Paul　is　in　the　kitchen．’

　　b．　　Paul　est　entr6　dans　la　cuisine．

　　　　‘Paul　entered　the　kitchen．’

（16）a．　　Paul　est　en　colさre．

　　　　‘Paul　is　angr）べ

　　1）．　Paul　s’est　mis　en　colさre．

　　　　‘Paul　got　angry．’

概念スキーマに着目すると、（15）のようなdansによって具現化される事態は図1のようなス

キーマで捉えられ、（16）のようなenによって具現化される事態は図2のようなスキーマで捉え

られると考えられる。図1の実線の四角は輪郭の明瞭な個別的・特定的容器を表し、図2の破線

の四角は輪郭の不明瞭な非個別的・非特定的容器を表しており、3次元的でも2次元的でもあり

4）フランス語のdansは英語のintoに意味的に対応しているようにみえるが、方向性の意味は動詞によるも

　のである。次の例文のdansが表示しているのは「着点」ではなく「起点」と解される。
　（i）　Il　a　pris　un　revolver　dans　le　tiroir．　　（平塚2008）

　　　　‘He　took　a　revolver　out　of　the　draweL’
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うる。

dans　Det　N

　図1

●●　●　●　●●●●　●●　■　■●　●　●　●　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　●　●　●　●　●　●　●　o　●　●　●　●　●　●　●　●

enoN
　図2

　基本的に、メタファーによる用法拡張においては、元領域の構造が先領域に写像されて同じ形

式がとられるのだが、部分的に違ってくることもある。場所表現から状態表現へのメタファー的

拡張に関して、英語では状態の表示も同じ前置詞inが用いられるのに対して、フランス語では

状態の表示は場所を表示するdansからenに変わる。そして、場所移動から状態変化へのメタ

ファー的拡張によって、変化後の状態の表示も移動先を表示するdansからenに変わる。かく

して、変化の結果を表示する前置詞としてはenしか用いられなくなっているのである。

（17） La　chenille　se　transforme　en　papillon．

‘Acaterpillar　transforms　into　a　butterfly．’

3．2　周辺的用法のen　NPの概念化

　では、問題の‘en＋②N’の周辺的用法の分析に移ろう。まず、多義性について考察する。ここ

で、英語にもこれに類する‘in＋②N’の用法はあるが、用いられるのは比較的漠然とした抽象的

な概念を表す名詞であることをおさえておきたい。

（18）

（19）

（20）

Igave　him　some　money　in　recompense　for　his　service．

Itook　many　pictures　in　memory　of　the　trip．

He　offered　me　this　watch　in　token　of　gratitude．

フランス語の‘en＋②N’の周辺的用法の特殊性は、そのNが（21）の「プレゼント」や（23）の

「大人」といった通常は具体的な対象を指示するために用いられる普通名詞であることにある。

（21）

（22）

（23）

（24）

J’ai　regu　cette　montre　en　cadeau．

‘Ireceived　this　watch　as　a　gift．’

Ma　mさre　m’a　donn6　cette　bague　en　souvenir　a　la　fin　de　sa　vie．

‘My　mother　gave　me　this　ring　as　a　keepsake　at　the　end　of　her　life．’

Il　a　agi　en　adulte．

‘He　acted　as　an　adult．’

Marie　a　r6pondu　en　femme　prudente．　　（Vigier　2008）

‘Marie　responded｛as／like｝awise　woman．’
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ただ、‘comme　cadeau’に変換可能な‘en　cadeau’におけるcadeauは、実体としてのプレゼン

トを指示しているのではなく、「プレゼント」の概念を表しているだけである。実際にプレゼント

用の箱や包装に入っているかどうかは問題ではない。この‘en　cadeau’は、物理的にプレゼント

になっていることを表しているのではなく、心的にそのかたちになっていることを表しているの

である5）。同様に、‘en＋oN’のNが人間名詞の場合も、その人間そのものになっていることを

表しているのではない。認知主体＝概念化者が、一次叙述の事態の際、主語の指示対象が変化し

てそのNの概念に移行して当てはまっているように捉えていることを表している。このような

捉え方によって、前章で示した（13a）のように、普段は目立たない属性が顕著になっていること

を表すこともあるのである。

　この用法の多義性については、限定詞の付加の可否に留意する必要がある。dansに続く名詞

が規則的に（必ず）限定詞に伴われるのに対し、enに続く名詞は原則的に（通常）限定詞に伴

われないわけであるが、とくにこの周辺的用法は、たとえ形容詞が付加されても冠詞類をまった

く受け付けない。変化の結果を表す用法と比べてみよう。

（25）

（26）

Coupez　la　viande｛en　gros　morceaux／（？）en　de　gros　morceaux／＊dans　de　gros

morceaUX｝．

℃ut　the　beef　into　large　pieces．’

La　grenouille　se　transforma｛en　beau　prince　1（？）en　un　l）eau　prince／★dans　un　beau

prince｝．

‘The　frog　turned　into　a　handsome　prince．’

（27）

（28）

Je　lui　ai　donn6　un　livre｛en　petit　cadeau　1＊en　un　petit　cadeau／歯dans　un　petit

cadeau｝．

‘Igavehim　abookas　a　smallgift．’

II　s’efforce　d’agir｛en　soldat　vaillant／★en　un　soldat　vaillant　／★dans　un　soldat

vaillant｝．

‘He　is　trying　to　act　like　a　brave　soldieL’

形容詞の付加によって下位カテゴリーを示すようになっても、いずれの用法でもenからdans

への変換は不可能である。しかしながら、不定冠詞の使用については、変化の結果を表す用法の

場合は（25）（26）のように容認されるのに対して、問題の用法の場合は（27）（28）のようにまっ

たく許容されない。このことから、この周辺的用法で用いられる名詞は、たとえ下位カテゴリー

であっても、常にその概念しか表さないということがわかる。つまり、それは決して指示的な意

味にはならないということである。まさに、この名詞の非指示性こそがこの用法の多用な解釈を

可能にしているのである。

　では、次に、変化の結果の一時性について検討しよう。まず、Vigier（2008）の興味深い例文を

引用する。二次叙述を構成する‘en＋②N［＋human］’がコピュラ文でも用いられるかどうかのテ

5）ここでは対照分析はしないが、このようなen　NPとcomme　NPの意味的類似性は、日本語の「～二（シテ・

　ナッテ）」と「～トシテ」の意味的類似性と相関関係がありそうである。
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ストになっている。

（29）a．

b．

（30）a．

1）．

Au　bal　masqu6　de　Luc，　Marie　est　arriv6e　en　nonne．　（Vigier　2008）

‘At　Luc’s　masquerade，　Marie　arrived　with　a　nun’s　appearance．’

Au　bal　masqu6　de　Luc，　Marie　est　arriv6e．　Elle　6tait　en　nonne．　（乃fの

‘At　Luc’s　masquerade，　Marie　arrived．　She　dressed　up　as　a　nun．’

Marie　a　r6gl6　cette　affaire　en　femme　de　t6te．　（砺の

‘Marie　sorted　out　this　affair　as　a　capable　woman．’

Marie　a　r6gl6　cette　affaire．歯Elle　6tait　en　femme　de　t6te。　（乃fの

‘Marie　sorted　out　this　affair．　She　was　a　capable　woman．’

‘en＋oN［＋human】’は、コピュラ文では、（29b）のようにNの象徴的な服を纏っているという

外見上の解釈しか許さない。一方、二次叙述文では、「変装・仮装」だけでなく（30a）のように

「変質」「属性の顕在化」の解釈も許す。この周辺的用法が表す意味に通底するのは、「変化の結

果の一時性」である。それを含意するのは、‘en＋oN［＋human】’が二次叙述の述語的要素にな

っているからである。ただ、この前置詞句は次のような二次叙述文における形容詞とは振る舞い

が異なっているように思われる。

（31）

（32）a．

b．

　Jean　est　entr6　tendu　dans　le　salon．

　‘Jean　entered　the　living　room　nervous．’

？？Jean　est　entr6　poli　dans　le　salon．

　‘Jean　entered　the　living　room　polite．’

　Jean　est　entr6　trさs　poli　dans　le　salon．　D’habitude　il　ne　1’est　pas　tant．

　‘Jean　entered　the　living　room　very　polite．　Usually　he　isn’t　so　polite．’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上Takemoto　1995）

二次述語の形容詞として、（31）のtendu“nervous”はstage・levelなのでまったく問題ないが、

（32a）のpoli“polite”はindividual・levelなので容認しがたい。しかしながら、（32b）のように

強意の副詞trさs“very”が付加されて、コンテクストによっても一過性のことであることが明白

になれば、stage－levelとみなされて許容されるようになる。このように、　stage・levelにもなり

うる一部の属性を表す形容詞の場合、変化の結果の一時的状態であることは言語レヴェルでは強

意の副詞に頼らざるをえない。要するに、このような強意詞は、変化を明確にするマーカーの役

割を果たしているわけである。では、周辺的用法の‘en＋oN’の場合は、名詞が属性を表すにも

かかわらず、なぜ変化の結果一時的にそうなっていることを保証するマーカーは必要ないのであ

ろうか。それは、前置詞enが変化用法および状態用法の機能を担っているからだと考えられる。

つまり、enの変化後の結果を表示する機能と抽象的概念を有界的（bounded）に表示する機能

によって、「変化性」と「一時性」は保証されているので、強意詞に頼る必要はないのである。

4．　まとめ

　本稿では、あまり分析がなされていないen　cadeauやen　magonタイプの‘en＋oN’の用法
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について、先行研究を踏まえつつ、認知言語学の視点に立って分析し考察を行った。周辺的用法

は中心的用法からの拡張用法であるとの見方をとり、この特殊な用法の動機づけを探った。とく

にその統語的・意味的特徴に着目し、概念化者の「対象の抽象概念への主観的移行」の捉え方に

基づいたこの用法の多義性と意味的制約をめぐる問題について考察を行った。まず、その多義性

の要因は裸名詞の非指示性にあることを指摘した。その概念はあくまで一元的で、たとえ形容詞

が付加されても、個別的にも特定的にもならない。それゆえ、冠詞に伴われることもないのであ

る。そして、この前置詞句は二次叙述の構成要素になっているがゆえに「変化の結果の一時性」

の意味的制約がかかっているわけであるが、形容詞の場合とは違って、属性を表すにもかかわら

ず「変化性」と「一時性」を保証するマーカーを必要としないのは、前置詞enが抽象的な移行

先を有界的に表示する機能を担っているからだということを指摘した。

　フランス語からロマンス諸語への翻訳を調べても、この種の用法のenに、同根の前置詞があ

てられている事例は極めて少ない。印欧祖語の★enに由来する前置詞が無冠詞で普通名詞と結

合して二次叙述を構成する用法は特殊な用法だと思われる。フランス語における前置詞enの用

法拡張の特殊性は、その基本用法の特殊性と無関係ではないであろう。つまり、このような周辺

的用法は、メタフォリカルな概念に特化して表示するようになった前置詞enと非指示的な裸名

詞との親和性の産物だと考えられる。

　この度の論考の対象は前置詞enの特殊な用法に限定したが、この前置詞の用法は実に多様で

ある。enの中心的な用法から様々な用法への拡張のメカニズムや、同種の新旧の前置詞の使い

分けの対照研究については今後の課題としたい。
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